
1p05 長期記憶における視覚特徴の結合関係の表現 

《結果》 

《実験》 

《考察》 

【 日本視覚学会 大会（2012年1月19日発表） 】 

物体の視覚情報は、色・形・運動方向といった属性ごとに並
列的に処理され、その後再び統合される（特徴統合理論） 

《背景＆目的》 

長期記憶において 

視覚特徴の結合関係はどのよ
うに表現され保持されるのか 

手続き 

1属性条件、2属性条件、3属性条件について同参加者で実験を行う 

これを計２０人に対して行った         （実験参加者内計画） 

正答率の推移 
反応時間の推移 

３属性条件アイテムの変化 ２属性条件アイテムの変化 

色か形の一方が変化すると 

正答率が下がる（２，３，５） 

・形変化( S )では正答率が大幅に下がる 

・運動変化( M )の影響はほとんどない 

    (  ２ ⇔ ６ ，３ ⇔ ７ ， ５⇔８ ） 

・３属性条件のみ学習速度が大幅に下がる 

 → ３属性条件のみ複雑な結合関係がある 

 → ２属性、１属性条件では単純な結合の可能性 

 

・形が変化した場合は正答率が大幅に下がる 

・運動が変化した場合に正答率はほとんど変化しない 

 → 属性間に従属関係があるのではないか 

○石﨑 琢弥，森田 ひろみ 

（筑波大学大学院図書館情報メディア研究科） 
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刺激-反応連合学習を用いて検討を行った 

刺激の属性数が増えるにつれて正答率がどのように
変化するかを見る 
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N-1試行からN試行へアイテムの変化した特徴ごとの正答率 
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